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3月の主な活動
 ２日 医療共闘連絡会
 ３日 2011春季生活闘争
 新潟県中央総決起集会
 ４日 第２回県中央メーデー実行委員会
 ５日 第２回地協代表者会議
  にいがたユニオン総会
  第２回女性委員会
 ７日 中小企業団体中央会要請
 ９日 労働局要請
 11日 知事要請
 12日 土曜労働相談会
 16日 第５回四役会議
 （第２回戦略会議）
 17日 流通部門共闘連絡会議
 23日 第５回執行委員会
 （拡大闘争委員会）
 25日 朝街宣（新潟駅前）

ねばり強く闘い抜こう!!
　

三
月
三
日
新
潟
市
音
楽
文
化
会
館
に
て
連
合
新
潟

と
連
合
新
潟
地
協
は
「
二
〇
一
一
春
季
生
活
闘
争
勝

利
！
新
潟
県
中
央
総
決
起
集
会
」
を
開
催
、
新
潟
市

内
の
産
別
・
単
組
の
組
合
員
約
六
〇
〇
人
が
参
集
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
江
花
会
長

は
、
①
日
本
の
労
働
者
の
賃
金

は
一
九
九
七
年
を
ピ
ー
ク
に
下

が
り
続
け
て
お
り
、
し
か
も
低

賃
金
層
が
拡
大
し
て
い
る
。
今

春
闘
に
お
け
る
連
合
の「
復
元
・

格
差
是
正
」
と
い
う
目
標
は
正

し
い
。
連
合
新
潟
は
中
小
の
要

求
の
目
安
と
し
て
七
〇
〇
〇
円
、

パ
ー
ト
の
時
間
給
で
四
〇
円
以

上
の
引
き
上
げ
を
示
し
た
。
県

内
単
組
を
回
っ
て
み
る
と
、
業

種
に
よ
っ
て
は
確
実
に
企
業
業

績
が
回
復
し
て
お
り
、
経
営
側

か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
余
地
が

あ
る
と
感
じ
る
。
今
年
は
何
と

し
て
も
組
合
員
の
生
活
を
支
え

る
た
め
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
交
渉
で
上
積
み
を
は

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
②
四
月

に
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
る
。

春
季
生
活
闘
争
で
組
合
員
そ
し

て
す
べ
て
の
労
働
者
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
、
統
一
選
に
お

け
る
連
合
推
薦
候
補
の
勝
利
に

つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。
二
つ

の
闘
い
を
一
体
的
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い̶

と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
構
成
組
織
を
代
表

し
、
官
公
部
門
（
自
治
労
）
山

口
輝
一
さ
ん
、
民
間
部
門
（
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）
富
樫
宜
明

さ
ん
、
連
合
新
潟
女
性
委
員
会

小
柳
委
員
長
か
ら
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
連
合
新

潟
地
協
・
青
年
女
性
委
員
会
樋

口
委
員
長
か
ら
、「
二
〇
一
一

春
季
生
活
闘
争
は
、
労
働
条
件

の
復
元
と
格
差
是
正
を
め
ざ
す

闘
い
で
あ
り
、
未
組
織
、
パ
ー

ト
労
働
者
を
含
む
す
べ
て
の
働

く
仲
間
た
ち
と
と
も
に
最
後
ま

で
闘
い
抜
こ
う
」
と
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

緊
急
ア
ピ
ー
ル
は
、
連
合
新

潟
斉
藤
政
敏
執
行
委
員
よ
り
提

案
さ
れ
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長
の

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
し
、

続
い
て
「
第
一
七
回
統
一
地
方

選
勝
利
新
潟
地
協
総
決
起
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
連
合
推
薦

候
補
者
の
熱
い
訴
え
を
受
け
、

そ
の
後
寒
風
の
中
、
参
加
者
は

音
楽
文
化
会
館
か
ら
柾
谷
小
路

ま
で「
労
働
者
へ
の
適
正
な
配

分
実
現
！
」「
男
女
間
の
賃
金

格
差
を
是
正
し
ろ
！
」
な
ど
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
張
り
上

げ
、
県
民
に
春
季
生
活
闘
争
の

課
題
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

2011年度予算と予算関連法案の早期成立を求める緊急アピール
　来年度予算およびその関連法案をめぐる国会情勢は、重大な局
面を迎えている。政府予算案は、３月１日に衆議院本会議で可決
され、参議院で審議中である。一方、税制改正や特例公債法案、
子ども手当法案や求職者支援法案等、予算の執行に不可欠な関連
法案は、いまだ衆議院で難航している。
　予算および予算関連法案が年度内に成立しなければ、予算執行
が滞り、国民生活やわが国経済社会が混乱するのは必至である。
国際的な信用も低下し、混乱に拍車をかけ、国益を損ねる恐れも
ある。与野党ともに国民のくらしを守るべき政治を迷走させ、生
活と雇用のみならず将来への不安を助長しているのは極めて問題
である。
　われわれは、政府・与党に対し、政権政党としての重責を肝に
銘じ、一致団結してあらゆる努力を傾注し、予算および予算関連
法案の年度内成立の道を切り拓くことを求める。また、野党に対
しては、審議にただちに応じ、建設的な議論を集中的に行うこと
を求める。年度内成立を阻止することで政局の主導権を握ろうと
するような、無責任な対応では国民の支持は得られない。
　来年度予算と関連法案の早期成立の取り組みは、「働くことを
軸とする安心社会」を実現するための第一歩である。そして、連
合の政策実現能力の真価が問われる課題である。われわれは、こ
うした認識をそれぞれの職場・地域・家庭で共有し、国民が主役
の政治を実現すべく、その力を結集していく。連合は、すべての
働く者の期待に応えるべく、結集した力を背景にあらゆる場を通じ、
来年度予算および予算関連法案の年度内成立を働きかけていく。

2011年３月３日
2011春季生活闘争勝利！　新潟県中央総決起集会

集会アピール
　2011春季生活闘争は、「労働条件の復元と格差是正」を
めざす闘いである。
　デフレ経済下におけるわれわれ労働者の雇用と生活は危
機的状況にあり、不安は増すばかりである。しかしながら、
経営側は、「総額人件費抑制」の姿勢を今もなお続けている。
そればかりか、非正規労働者の処遇改善についても消極的
な姿勢を崩していない。経営側は、その社会的な責任を自
覚し、積極的に人への投資を行わなければならない。その
ことが、働く者のモチベーションの向上と、デフレからの脱
却、持続的な成長へとつながる好循環をもたらすのである。
　経済や産業の発展は人の幸せのためにある。今こそ「一
部の貧困は全体の繁栄にとって危険である」としたILOフ
ィラデルフィア宣言の原点に立ち返り、労働条件の底上げ
をはかり、すべての人に人間らしい働き方を実現しよう。
　闘いはすでに始まっている。スローガンに掲げた「労働
条件の引き上げで、格差是正、景気回復」の実現に向け、
共闘を軸にすべての組合がおかれた環境のもと、１％を目
安に適正な配分を勝ち取ろう。
　この集会を起点に、職場・地域から闘いを巻き起こし、
未組織、パート労働者を含むすべての働く仲間たちに闘い
の輪を広げ、「働くことを軸とする安心社会」の実現をめ
ざそう。
　連合新潟はすべての労働者に2011春季生活闘争への参
加と連帯を呼びかけ、最後まで闘い抜くことを宣言する。

2011年３月３日
2011春季生活闘争勝利！　新潟県中央総決起集会

労働条件の復元・格差の是正

　

連
合
新
潟
は
、
第
二
三
回
新

潟
県
労
使
懇
談
会
の
席
上
、「
①

内
需
を
中
心
と
し
た
好
循
環
社

会
へ
戻
す
た
め
に
、
勤
労
者
所

得
の
復
元
が
必
要
で
あ
る
。
②

経
営
者
の
立
場
か
ら
、
従
業
員

や
県
民
生
活
を
ど
の
よ
う
に
底

支
え
し
て
ゆ
く
の
か
。
③
時
間

外
労
働
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
雇
用

の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
」
と
主
張
し
、
会
員
企

業
へ
の
指
導
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
経
営
者
協
会

は
、「
現
在
の
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
で
、
企
業
の
存
続
、
従

業
員
の
雇
用
を
守
る
と
い
う
こ

と
が
、
非
常
に
大
変
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
貰
い
た
い
。
賃

金
水
準
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
景
気
・
経
済
が
安
定
成
長

軌
道
に
乗
っ
て
、
企
業
業
績
を

継
続
的
に
確
保
で
き
る
こ
と
が

前
提
。
賃
金
の
引
き
上
げ
を
ま

ず
す
べ
き
と
の
主
張
に
は
無
理

が
あ
る
。
現
実
を
見
た
時
に
経

営
実
態
を
超
え
た
対
応
は
か
え

っ
て
企
業
を
弱
め
る
こ
と
に
な

り
、
雇
用
面
で
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。
非
正
規
も
含

め
、
企
業
横
断
的
な
対
応
は
難

し
い
。
企
業
の
支
払
い
能
力
を

ベ
ー
ス
に
総
額
人
件
費
の
中
で

決
定
し
て
い
く
も
の
だ
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
春
季
生
活
闘
争

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
新
潟
県
、

新
潟
労
働
局
、
新
潟
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
も
要
請
を
行

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新潟県知事

新潟県経営者協会

新潟労働局

新潟県中央企業団体中央会

企業の社会的責任とは、
働く者が安心して
暮らせる社会の実現

い
ま
し
た
。

　

進
行
す
る
デ
フ
レ
経
済
の
中
、

賃
金
水
準
を
取
り
戻
し
低
賃
金

層
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
で
、

好
循
環
な
経
済
を
取
り
戻
す

「
復
元
・
格
差
是
正
」
と
い
う

連
合
の
主
張
は
正
論
で
す
。
最

後
ま
で
粘
り
強
く
闘
い
抜
き
ま

し
ょ
う
。

　

三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
・
関
東

太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
と
大

津
波
で
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
連
合
新
潟
は
、
中
越
大
震
災
、

中
越
沖
地
震
で
被
災
経
験
の
あ
る
地
域
と

し
て
、「
大
震
災
救
援
カ
ン
パ
」
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
連
合
本
部
と
連
携
し
現

地
支
援
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

 

※
具
体
的
取
り
組
み
は
連
合
新
潟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

大震災救援
カンパ実施中

労働条件の復元・格差の是正

土
曜
相
談
会
四
月
は
九
日
に
開
催



T
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

子育て支援のための行動計画策定が必要！
　「次世代育成支援対策推進法」による行動計画
の義務企業が拡大されます。
　101人以上300人以下の企業は４月１日まで
に策定し労働局に届け出なければなりません。
　また、従業員にも周知が必要です。

－労働組合としてもしっかりチェックを！！－

第17回
統一地方選挙

連
合
新
潟
推
薦
候
補
者

支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

　

三
月
三
日
桃
の
節

句
「
雛
祭
り
」
は
、

子
ど
も
（
女
子
）
の

健
や
か
な
成
長
を
祈

る
年
中
行
事
だ
。
我

が
家
で
も
、
お
ま
せ

で
か
わ
い
い
女
子
二
人
の
変
わ

ら
ぬ
健
康
を
祈
っ
て
、
ち
ら
し

寿
司
の
夕
食
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

私
は
春
季
生
活
闘
争
新
潟
県

中
央
総
決
起
集
会
の
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
欠
席
。
昔
は
七

段
位
の
立
派
な
雛
人
形
を
飾
る

家
も
多
か
っ
た
が
、
核
家
族
化

や
少
子
化
の
進
行
、
家
計
も
厳

し
い
た
め
か
、
控
え
目
な
雛
人

形
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
子
ど
も
が
産
ま
れ
な

い
社
会
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
影

響
が
及
ぶ
ん
だ
な
ぁ
と
、
残
り

物
の
ち
ら
し
寿
司
を
食
べ
な
が

ら
思
う
の
だ
っ
た
。

新
潟
県
議
選
挙
推
薦
候
補
者 

四
月
一〇
日
投
開
票

村上市・岩船郡(２)

姫路 さとし
無(民)・新・50

新潟市西区(３)

おおふち 健
民・現２・38

上 越 市(５)

小山 よしもと
社・現４・63

新発田市・聖籠町(３)

佐藤 ひろお
無・前３・66

さいとう 喜和
無(社)・前１・37

うめたに 守
民・現１・37

五泉市・東蒲原郡(2)

宮崎 まっすぐ
民・現３・60

佐 渡 市(２)

中川 かよこ
無・現２・64

滝沢 いっせい
無(民)・新・54

新潟市北区(２)

いしづか 健
民・現１・39

燕市・西蒲原郡(２)

たかくら さかえ
民・新・39

妙 高 市(１)

横尾 ゆきひで
無・現１・65

新潟市東区(２)

市川 まさひろ
民・現４・57

長岡市・三島郡(６)

おさべ 登
社・前２・62

新潟市中央区(３)

ますぐち 敏行
社・前３・57

いたばし 卓也
民・新・27

上杉 ともゆき
民・新・42

小千谷市(１)

長谷川 きよ
無・現１・62

新潟市秋葉区(２)

内山  五郎
民・現２・67

南魚沼市・南魚沼郡(２)

若月 ひとし
無・現１・52

東　　区(10)

むろはし 春季
社・現３・57

しんぼ 優子
無(社)・新・28

きくち とおる
民・新・55

北　　区(６)

南 まゆみ
民・新・51

新
潟
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
一〇
日
投
開
票

わたなべ 和光
民・現２・45

細野 ひろやす
民・新・36

中 央 区(12)

青木　まなぶ
無（社）・現３・44

山際 あつし
民・現２・33

山際 つとむ
民・新・45

江南区(５)

井上 きりこ
社・新・37

ほんず 良雄
無・現２・54

宇野 こうや
民・新・42

西　　区(11)

加藤 ひろや
民・現１・50

後藤 ゆうじ
民・新・36

竹内 いさお
無（社）・新・60

こざかい 和夫
無・現６・62

杉本 てるえい
無（社）・現２・71

さとう 伸広
無（民）・現１・44

中村  こう
無・現５・52

みやの 昭平
無（社）・現５・54

青木  泰俊
無（社）・現４・63

わたなべ 良一
無（社）・現１・67

こさか 博司
無・新・57

森川   豊
民・現１・64

わかい 洋一
無（社）・現２・66

飯塚 としゆき
無（社）・現２・51

いけだ 千賀子
無・現２・50

佐藤 かずのり
無（民）・新・48

あいざわ 宗一
無・新・46

笠原 はるひこ
無・新・41

川上  直栄
無・現１・60

伊藤  範昭
無・現１・69

西蒲区(４)

長
岡
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

新
発
田
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

加
茂
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

柏
崎
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

小
千
谷
市
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

刈
羽
村
議
選
挙

推
薦
候
補
者

 

四
月
二
四
日
投
開
票

使用済み使い捨てカイロを回収します
第82回新潟県中央メーデーボランティア企画の追加について

　使い捨てカイロの中身（鉄と炭素）にクエン酸を混ぜるとクエン酸鉄にな
ります。
　クエン酸鉄は腐植酸鉄（栄養ミネラル）とほとんど同じ機能をもっています。
これを海に放流することにより、水質浄化や藻場を再生できます。
　事前に職場や家庭で使用済み使い捨てカイロを集め、メーデー当日に持参
し会場の専用回収箱へ、お願いします。
　使用済み使い捨てカイロであればメーカーは問いません。

☆ 

連
合
新
潟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

☆ 

あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地

域
の
連
合
新
潟
推
薦
候
補

者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

春
季
生
活
闘
争
・
統
一
地
方
選
挙
、
共
に
団
結
し
て
勝
ち
取
ろ
う


